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積
極
的
に
関
与
し
、
米
日
豪
と
と
も
に
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ

を
構
成
す
る
イ
ン
ド
に
至
っ
て
は
、
西
側
の
ロ
シ

ア
制
裁
の
主
要
対
象
で
あ
る
原
油
を
ロ
シ
ア
か
ら

大
量
に
買
い
付
け
る
始
末
だ
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
際
立
た
せ
た
の

は
、
日
本
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
を
含
む

西
側
諸
国
と
国
際
社
会
の
大
半
を
占
め
る
非
西
側

諸
国
と
の
認
識
・
対
応
の
懸
隔
の
甚
だ
し
さ
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
懸
隔
を
生
ん
だ
原
因
を
整

理
し
、
そ
れ
ら
の
原
因
が
21
世
紀
国
際
関
係
の
構

図
に
対
し
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
を
探
る

の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

西
側
の
ロ
シ
ア
非
難
・
制
裁
の
問
題
点

西
側
諸
国
は
も
っ
ぱ
ら
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
の

非
を
高
唱
す
る
。
し
か
し
、
途
上
諸
国
は
ロ
シ
ア

が
軍
事
侵
攻
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
原
因
が
西
側
の

対
ロ
シ
ア
戦
略
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る
こ
と
を
正

確
に
理
解
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ソ
連
崩
壊

で
東
西
冷
戦
が
終
結
し
た
後
も
西
側
は
手
を
緩
め

ず
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
5
次
に
及
ぶ
東
方
拡
大
で
ロ
シ

ア
の
安
全
保
障
環
境
を
脅お

び
や

か
し
、
２
０
１
４
年
の
102457044 © Golib Tolibov | Dreamstime.com

2
月
24
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て

開
始
し
た
「
特
別
軍
事
行
動
」
は
、
戦
争
を
禁
止

し
た
国
連
憲
章
（
第
2
条
4
項
）
に
違
反
す
る
も
の

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
筆
頭
と
す
る
西
側
諸
国
の

強
烈
な
非
難
・
制
裁
に
直
面
し
た
。「
西
側
の
一
員
」

を
自
認
す
る
日
本
の
岸
田
政
権
も
ロ
シ
ア
非
難
・

制
裁
の
大
合
唱
に
加
わ
っ
た
。
西
側
主
要
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
も
「
親
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
反
ロ
シ
ア
」
報

道
で
歩
調
を
合
わ
せ
た
結
果
、
西
側
世
論
に
も
ロ

シ
ア
非
難
の
声
が
浸
透
し
、
ロ
シ
ア
自
身
が
「
米

ソ
冷
戦
時
代
に
も
な
か
っ
た
」
と
驚
き
戸
惑
う
ほ

ど
の
、
異
常
な
ま
で
の
「
ロ
シ
ア
嫌
い
」
の
雰
囲

気
が
醸
成
さ
れ
た
。
特
に
欧
州
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
み
な
ら
ず
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
古
典
文
学
に

ま
で
ロ
シ
ア
排
斥
の
動
き
が
現
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
日
本
を
含
む
西
側
諸
国
・
世
論
が
見

落
と
し
て
い
る
重
要
な
事
実
が
あ
る
。す
な
わ
ち
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
諸
国
つ
ま
り
非
西

側
諸
国
の
大
部
分
は
西
側
諸
国
の
ロ
シ
ア
非
難
か

ら
距
離
を
お
き
、
対
ロ
シ
ア
制
裁
に
も
加
わ
っ
て

い
な
い
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
員
で
あ
る
ト
ル
コ
は
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
停
戦
に
中
立
の
立
場
で
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
反
ロ
シ
ア
勢
力
に
よ
る
政
変
を
支

援
し
、
今
や
ロ
シ
ア
国
境
ま
で
脅
か
す
に
至
っ
て

い
る
。
ソ
連
崩
壊
後
も
ロ
シ
ア
は
非
西
側
諸
国
と

の
関
係
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
地
道
な
努
力
を
続

け
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
諸
国
は
ロ
シ
ア
と
西
側

と
の
以
上
の
関
係
の
推
移
を
基
本
的
に
理
解
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
米
ソ
（
東
西
）
冷
戦
終
結
後
、
ア
メ
リ

カ
を
筆
頭
と
す
る
西
側
が
、
西
側
の
意
向
に
従
わ

な
い
国
々
に
対
し
て
経
済
制
裁
を
乱
発
す
る
こ
と

に
対
す
る
非
西
側
諸
国
の
警
戒
・
反
発
の
強
ま
り

も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

経
済
制
裁
自
体
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
の

南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
安
保
理
決
議
に
基
づ
く
も

の
な
ど
、
正
当
性
を
持
つ
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
は

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
が
「
テ
ロ
支
援
国
家
」
と
指
定
し
て
発
動
し
た
、

キ
ュ
ー
バ
、
朝
鮮
、
リ
ビ
ア
、
イ
ラ
ン
等
に
対
す

る
経
済
制
裁
は
早
く
か
ら
そ
の
不
当
性
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
西
側
は
対
外
政
策
遂

行
手
段
と
し
て
経
済
制
裁
を
本
格
的
に
採
用
し
て

い
る
。
最
初
に
対
象
と
な
っ
た
の
は
イ
ラ
ン
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
決
済
通
貨
で
あ
る
ド
ル
、

ユ
ー
ロ
等
を
持
つ
西
側
諸
国
は
、
本
来
は
国
際
取

り
引
き
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
技
術
的
仕
組
み
で

あ
る
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
を
利
用
し
て
、
核
開
発
疑
惑
を

指
摘
さ
れ
た
イ
ラ
ン
に
対
し
て
国
際
取
り
引
き
を

遮
断
し
、イ
ラ
ン
の
在
外
資
産
を
凍
結
す
る
な
ど
、

強
烈
な
経
済
制
裁
を
発
動
し
た
。
ち
な
み
に
、
そ

の
重
圧
解
除
を
求
め
る
イ
ラ
ン
と
、
イ
ラ
ン
の
核

開
発
抑
え
込
み
を
狙
っ
た
西
側
と
の
利
益
の
バ
ラ

ン
ス
を
計
っ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
イ
ラ
ン
核
合
意

（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
侵
攻
に

対
し
て
、
西
側
は
イ
ラ
ン
に
対
す
る
以
上
の
経
済

制
裁
を
発
動
し
て
き
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、

ロ
シ
ア
の
在
外
資
産
を
凍
結
す
る
に
留
ま
ら
ず
、

没
収
す
る
こ
と
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
だ

（
前
例
：
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中
央
銀
行
の

在
米
資
産
の
半
分
没
収
）。

し
か
し
、「
財
産
権
の
不
可
侵
」
は
資
本
主
義

の
拠
っ
て
立
つ
基
本
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
の

も
っ
と
も
重
要
な
柱
の
一
つ
で
も
あ
る
。
こ
れ
を

踏
み
に
じ
る
こ
と
は
、
西
側
の
存
立
基
盤
（
精
神

的
支
柱
）
の
否
定
に
等
し
い
。
新
自
由
主
義
、
金

融
投
機
主
義
に
む
し
ば
ま
れ
た
西
側
資
本
主
義
の

本
質
的
腐
敗
を
集
中
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ

る
。ソ

連
崩
壊
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
か
社
会
主
義

か
と
い
う
体
制
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
優
位
性
を
競

う
争
い
は
事
実
上
幕
を
下
ろ
し
た
。
今
や
非
西
側

諸
国
の
ほ
と
ん
ど
が
市
場
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
前

提
に
し
た
開
発
戦
略
を
採
用
し
、
自
由
な
市
場
、

公
平
な
競
争
、
財
産
権
の
不
可
侵
等
の
原
則
に
基

づ
く
、
西
側
主
導
で
作
ら
れ
た
国
際
経
済
の
枠
組

み
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
国
経
済
の
発

展
を
目
指
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
資
本
主
義
自
由
経
済
の
本
家
本
元

で
あ
る
西
側
が
今
や
こ
れ
ら
の
原
則
を
か
な
ぐ
り

捨
て
、
イ
ラ
ン
次
い
で
ロ
シ
ア
を
力
尽
く
で
押
さ

え
込
む
制
裁
に
訴
え
た
の
だ
。
非
西
側
諸
国
に

と
っ
て
は
「
明
日
は
我
が
身
」
で
あ
り
、
こ
の
危

機
感
・
警
戒
感
が
西
側
と
一
線
を
画
す
る
重
要
な

原
因
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
秩
序
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
対
立

ア
メ
リ
カ
は
、
米
ソ
冷
戦
終
結
後
一
貫
し
て
世

界
一
極
支
配
を
目
指
し
て
き
た
。
問
題
は
、
ア
メ

リ
カ
の
実
力
は
も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
に
絶
対
的

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
歴
代
政
権
も
そ

の
こ
と
は
自
覚
し
、調
整
・
適
合
の
努
力
を
行
な
っ

て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
覇
権
維
持
の
た
め
の
同

盟
国
・
友
好
国
の
動
員
（
ブ
ッ
シ
ュ
〈
父
〉
政
権
の

多
国
籍
軍
、ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
選
択
的
介
入
・
国
連
利
用
、

ブ
ッ
シ
ュ
〈
子
〉
政
権
の
対
テ
ロ
戦
争
）、
ま
た
地
政
学

的
に
は
、
全
世
界
に
睨
み
を
き
か
せ
る
戦
略
か
ら

重
点
地
域
（
ア
ジ
ア
）
に
資
源
を
集
中
す
る
戦
略

へ
の
転
換
（
オ
バ
マ
政
権
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
略
、
バ

イ
デ
ン
政
権
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
）
を
指
摘
で
き
る
。

そ
の
際
、
ア
メ
リ
カ
が
重
視
し
た
こ
と
は
、
国
際

情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
対
応
能
力
を

拡
大
す
る
こ
と
、
そ
し
て
日
米
軍
事
同
盟
を
変
質

強
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
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特
に
バ
イ
デ
ン
政
権
は
最
大
の
脅
威
を
中
国
と

措
定
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
以
後
は
ロ
シ
ア
を
直

接
の
脅
威
と
規
定
し
て
、
中
ロ
両
国
を
国
際
的
に

孤
立
さ
せ
、
無
力
化
す
る
戦
略
を
採
用
し
て
、
ア

メ
リ
カ
中
心
の
世
界
一
極
支
配
を
追
求
し
て
い

る
。
そ
の
中
心
軸
は
「
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩

序
」
で
あ
る
。
し
か
し
、ア
メ
リ
カ
は
「
ル
ー
ル
」

が
何
を
指
す
か
は
一
度
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
こ

と
は
な
い
。

「
西
側
の
実
際
の
行
動
を
分
析
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
ル
ー
ル
が
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
異
な

る
こ
と
が
分
か
る
。単
一
の
基
準
は
存
在
し
な
い
。

そ
こ
に
は
た
っ
た
一
つ
の
原
則
し
か
存
在
し
な

い
。
す
な
わ
ち
、西
側
が
欲
す
る
こ
と
に
は
従
え
、

さ
も
な
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
」

（
ロ
シ
ア
・
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
）
と
い
う
指
摘
は
的
を
射

て
い
る
。
要
す
る
に
、昔
な
が
ら
の
ゼ
ロ
・
サ
ム（
弱

肉
強
食
）
の
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
権
力
政
治
）

に
固
執
し
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
１
９
４
５
年
に
成
立
し
た
国
際
連

合
（
国
連
）
は
、「
す
べ
て
の
加
盟
国
の
主
権
平
等

の
原
則
」
に
基
礎
を
お
き
（
第
2
条
1
項
）、
国
際

紛
争
を
平
和
的
手
段
で
解
決
（
同
2
項
）
す
る
こ

と
を
定
め
て
、
平
和
で
民
主
的
な
国
際
秩
序
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
東
西
冷
戦
の

激
化
に
よ
っ
て
国
連
の
活
動
が
制
約
さ
れ
た
こ
と

は
事
実
だ
。
し
か
し
、
東
西
い
ず
れ
に
与く

み

す
る
こ

と
も
拒
否
し
た
多
く
の
非
西
側
諸
国
が
参
加
し
て

１
９
６
１
年
に
発
足
し
た
非
同
盟
運
動
は
、
公
正

で
民
主
的
な
国
際
秩
序
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き

た
。
民
主
的
な
国
際
秩
序
の
実
現
を
目
指
す
動
き

は
一
貫
し
て
存
在
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
（
共き

ょ
う

存そ
ん

共き
ょ
う

嬴え
い

）
の
民
主
的
な
国

際
秩
序
の
実
現
を
目
指
す
動
き
は
、
中
ロ
両
国
が

こ
れ
に
加
わ
る
立
場
を
鮮
明
に
し
た
こ
と
で
一
気

に
勢
い
を
増
す
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中

ロ
両
国
外
相
は
２
０
１
６
年
6
月
25
日
に
「
国
際

法
を
促
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
声
明
」
を
発
表
し

て
、
国
連
憲
章
遵
守
、
主
権
平
等
原
則
を
強
調
し
、

国
際
法
に
背
馳
す
る
「
一
方
的
な
制
裁
」
に
反
対

し
た
。
ま
た
、
両
外
相
名
で
２
０
２
１
年
3
月
24

日
に
発
表
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス

の
若
干
問
題
に
関
す
る
共
同
声
明
」
で
は
、「
国

連
を
核
心
と
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム
、
国
際
法
を
基

礎
と
す
る
国
際
秩
序
」
を
堅
持
す
べ
き
こ
と
を
主

張
し
た
。　

21
世
紀
国
際
関
係
の
構
図

こ
う
し
て
、ゼ
ロ
・
サ
ム
（
弱
肉
強
食
）
の
パ
ワ
ー
・

ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
権
力
政
治
）
秩
序
か
、ウ
ィ
ン
・

ウ
ィ
ン
（
共
存
共
嬴
）
の
民
主
的
国
際
秩
序
か
と
い

う
対
立
は
、
今
や
21
世
紀
国
際
関
係
に
お
け
る
最

大
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
西
側
世
界
対
非
西
側

世
界
の
雌
雄
を
分
け
る
争
い
で
も
あ
る
。

短
期
的
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
抗
戦
継
続
能
力
、

中
期
的
に
は
ド
ル
・
ユ
ー
ロ
の
支
配
力
、
長
期
的

に
は
西
側
と
非
西
側
の
総
合
力
比
が
こ
の
争
い
の

帰
趨
を
左
右
す
る
だ
ろ
う
。
国
内
矛
盾
山
積
の
西

側
諸
国
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
支
援
を

無
期
限
に
継
続
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

非
西
側
諸
国
の
脱
ド
ル
化
・
脱
ユ
ー
ロ
化
へ
の

動
き
は
も
は
や
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国

は
２
０
１
０
年
に
日
本
を
抜
い
て
世
界
第
2
位
の

経
済
大
国
と
な
り
、
イ
ン
ド
は
最
近
イ
ギ
リ
ス
を

追
い
越
し
て
世
界
第
5
位
の
経
済
大
国
と
な
っ

た
。
２
０
３
０
年
頃
に
は
中
国
が
世
界
第
1
位
、

イ
ン
ド
が
第
3
位
の
経
済
大
国
に
な
る
こ
と
も
現

実
味
を
持
っ
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
西
側
世
界
と
非
西
側
世
界
の
実
力
比
は
今
後

ま
す
ま
す
広
が
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案
す
れ

ば
、
21
世
紀
半
ば
に
は
ゼ
ロ
・
サ
ム
（
弱
肉
強
食
）

の
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
権
力
政
治
）
秩
序

が
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
（
共
存
共
嬴
）
の
民
主
的
国
際

秩
序
に
席
を
譲
る
こ
と
は
も
は
や
歴
史
の
流
れ
と

言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
目
先
に
一
喜

一
憂
せ
ず
、
歴
史
的
に
物
事
を
考
え
、
自
ら
も
歴

史
の
流
れ
に
即
し
た
生
き
方
を
心
が
け
る
こ
と
だ

と
思
う
。（

あ
さ
い
・
も
と
ふ
み
／
政
治
学
者
、
元
外
交
官
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